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個人投資家様向け会社説明

2022年9月15日

株式会社コーセー
（証券コード：4922）



本日のセミナー内容
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1.会社概要

2.VISION2026（中長期戦略）

3.研究所の取り組み、女性活躍の推進



自己紹介

株式会社コーセー
取締役 経理部長

望月 愼一（もちづき しんいち）

2015年11月 コーセーに入社。国際事業部長

2016年3月 国際事業部国際事業管理部長

2018年3月 執行役員経理部長

2020年3月 上席執行役員経理部長

2021年6月 取締役経理部長（現任）
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会社概要
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会社名

本社所在地

代表者

創業

事業内容

グループ子会社数

グループ従業員数

株式会社コーセー

東京都中央区日本橋3-6-2

代表取締役社長 小林 一俊

1946年3月2日

化粧品の製造・販売（業界第３位）

14,015名

東証プライム 【証券コード：4922】

資本金 48億円

上場市場

38社（うち海外18社）

※資本金、グループ子会社数、グループ従業員数は2021年12月末時点



沿革
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1946年 小林孝三郎が小林合名会社を設立、化粧品の製造販売を開始

1948年 東京都北区に株式会社小林コーセーを設立

1956年 高級化粧品の製造会社、株式会社アルビオンを設立

1963年 フランス・ロレアル社と技術提携（平成13年8月に合弁契約を解消）

1964年 埼玉県に狭山工場を新設

東京都北区に研究所（現 コーセー製品開発研究所）を開設

1965年 東京都中央区日本橋に本社移転

1968年～ 海外子会社設立
（68年香港、71年シンガポール、72年マレーシア、84年タイ、台湾、88年中国、01年韓国、13年インド、14年インドネシア、

15年米国、16年ブラジル）

1979年 群馬県に群馬工場を新設

1988年 当社製品の販売会社、コーセー化粧品販売株式会社を設立

一般品ルートの化粧品販売会社、コーセーコスメポート株式会社を設立

1991年 株式会社コーセーに商号変更

1999年 日本証券業協会に株式を店頭登録

2000年 東京証券取引所市場第一部に株式を上場

2014年 米国・Tarte,Inc.の株式を取得して子会社化

2017年 フランス・リヨンに、コーセー研究所 フランス分室を設置

2019年 東京都北区にコーセー先端技術研究所を竣工



コーセーの強み
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4代目コーセー社長
小林 一俊（1962～）

2007年就任

コーセー創業者
小林 孝三郎（1897～1995）

◆創業家による、長期視点の経営



代表的なハイプレステージブランド

◆販売チャネル：百貨店、化粧品専門店、Masion KOSÉ（直営店）、ECなど

７



代表的なプレステージブランド
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◆販売チャネル：ドラッグストア、総合スーパー、Masion KOSÉ（直営店）、ECなど



代表的なコスメタリーブランド
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◆販売チャネル：ドラッグストア、総合スーパー、Masion KOSÉ（直営店）、ECなど



売上高・営業利益額の推移
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売上高
（億円）

営業利益
（億円）

3,033
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346
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391

2020年～新型コロナウィルス

*2021年度12月期の実績について（注2）
→実績の算出期間を1-12月に変更。
ただし、監査法人による監査は受けておらず、あくまで参考実績となります。
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（ ）内は営業利益率

*2021年度12月期の実績について（注1）
→「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）及び「収益認識に
関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）を適用。



地域別売上構成比
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日本

57%

アジア

30%

北米

12%

その他

1%

地域別売上高

（2021年12月期）

主な海外展開国・地域

（66の国・地域で販売※）

・中国
・韓国
・台湾
・香港
・シンガポール
・マレーシア
・タイ
・インドネシア
・インド 他

・米国
・カナダ

・欧州 33か国
・中東 ６か国
・オセアニア 2か国 他

連結売上高
2,689億円*

*2021年度12月期の実績について
→新収益認識基準を適用し、実績の算出期間は1-12月に変更。
実績に関しては監査法人による監査は受けておらず、あくまで参考値となります。

※2022年3月末時点



2022年12月期第２四半期／損益計算書（PL）
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貸借対照表（BS）／キャッシュフロー表（CF）
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➢ 資金繰りは安定。➢ 総資産3,347億円、⾃⼰資本⽐率は70％超の⽔準を
維持。原料高への懸念により、棚卸資産が増加。

※⾃⼰資本＝純資産ー新株予約権ー非支配株主持分



2022年12月期の見通し
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2,930億円 前同比＋240億円の＋8.9％

200億円 前同比＋43億円の＋27.6％

売上高

営業利益

・売上高は年初計画通りに推移。
・営業利益は、中国市場での競争激化に伴う収益性の悪化、ならびに原材料 価格高騰による原価率の上昇を受け、
営業利益を下方修正。
・経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益 は、円安進行にともなう為替差益の増加により、
当初計画通りに着地する見通し。



配当金・配当性向の推移
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2022年度年間配当：当期純利益計画 165億円に対し、年間配当は140円（中間70円、期末70円）を見込む

（単位：円）

2020年～新型コロナウィルス



株主優待品①（100株コース）
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株主優待品②（1000株コース）
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本日のセミナー内容
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1.会社概要

2.VISION2026（中長期戦略）

3.研究所の取り組み、女性活躍の推進



理念体系
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美しい知恵 人へ、地球へ。

KOSÉ Beauty PartnershipValues

存在理念：英知と感性を融合し、
独自の美しい価値と文化を創造する

Mission

VISION2026：世界で存在感のある企業への進化
＝目指すは、「究極の高ロイヤルティ企業」

Vision



VISION2026 定量目標
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KOSÉの目指す姿

21

Personalization Originality Diversity &
Inclusion

KOSÉ
Beauty Partnership



KOSÉ Beauty Partnership
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非財務ハイライト
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※2017年度より台湾新竹工場を含む。

※2017年度までは株式会社コーセーおよび
コーセー化粧品販売株式会社の数値。
2018年度より株式会社コーセーおよび連結子会社

※部下を持つ者、もしくは
部下を持たなくても同等の
地位にある者。

※2019年度までは株式会社コーセーおよびコーセー
化粧品販売株式会社の数値。2020年度より国内グループ全社

（％） （％）

（％） （㎡）



サステナブルなものづくり
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カーボンニュートラルに向けて
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Scope1（スコープ・ワン） ：事業者⾃らによるCO2の直接排出（燃料の燃焼、工業プロセス）

Scope2（スコープ・ツー） ：他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出

Scope3（スコープ・スリー）：Scope1・2以外の間接排出（事業者の活動に関連する他社の排出）



本日のセミナー内容
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1.会社概要

2.VISION2026（中長期戦略）

3.研究所の取り組み、女性活躍の推進



自己紹介

株式会社コーセー
執行役員 研究所長

小椋 敦子（おぐら あつこ）

1988年 研究所に研究員として入社。

1990年 全社の新規ブランドの立ち上げに参画

結婚・出産後に同研究所・システム部門に異動

2007年 情報統括部に異動。

2017年 女性活躍推進リーダー

2019年 執行役員 情報統括部長

2021年 執行役員 研究所長（現職）
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女性活躍の取り組み
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キャリアカウンセリ
ング

2017年度～ 2019年度～ 2020年度～

女性活躍推進をきっかけにすべてのヒトが最大限に活躍できる企業に



活動理念 ダイバーシティ＆インクルージョン
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多様性を力に変える ダイバーシティ＆インクルージョン宣言を発信

コーセーは、独⾃の価値創造の源泉として、
ダイバーシティ&インクルージョンを推進します。
最高のチカラを発揮し独⾃の価値をグローバル
に生み出す組織、企業を目指します。



2019年
先端技術研究所建設
（研究拠点再編成）

研究・生産体制
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1963年（～2001）
ロレアル社と技術提携

1946年
創業 60～ 70～ 80～ 90～ 2000～ 2010～ 2020～

1964年
埼玉に生産工場を開設

1964年
研究所を開設

1988年
板橋に基礎研究所を開設

2004年
王子に製品研究所新築

1979年
群馬に工場を開設

2004年
台湾に工場を開設

2017年
群馬に新生産棟設置

ロレアル社との技術提携にはじまり、ものづくり体制の構築に注力



新たな価値をつくりだす研究開発
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英知と感性、そして信頼の融合が、独自の美しい価値と文化を創造する

研究拠点

製品開発研究所
・製品、原料の開発研究
・製品の評価研究
・海外を含めた法規制調査
・技術情報の管理

先端技術研究所
・皮膚、薬剤の基礎研究
・製品、原料の品質保証研究
・データ分野における研究

フランス分室
・最先端の皮膚科学研究

アジア分室
・中国法規制、市場研究

創業者が掲げた『良心的で優秀な商品の供給』の実現を基本理念とした高付加価値化粧品の創造



研究所の目指すものづくり
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成長戦略のエンジン：多面的に技術を応用し新たな製品開発につなげる

グローバル品質設計を基盤に先進技術を応用した
好循環な製品開発体制



コーセーが考える新たな市場
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あらゆるお客様に美と幸せを届けるためのアプローチ



他社との協業によるイノベーションの加速化
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カシオ計算機(株) の技術を取り入れたネイルプリンターマルホ株式会社と開発した敏感肌ケアブランド「カルテHD」

職業体験型施設「キッザニア東京」への出展子どもでも安心・安全に使える日やけ止めを開発

異業種とのコラボレーションにより新たな価値創出を実現
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ものづくりに関連する部門が三位一体で究極の商品を生む体制づくり

＜ものづくり＞究極の商品を生み出す取り組み

ものづくり

2026プロジェクト

研究

生産
商品

開発



＜Sustainable＞独自性のある“サステナビリティ”
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他社とのコラボレーション強化と当社にしかできない取り組みの深化



＜Digital＞データサイエンスによる化粧品の価値を再定義
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デジタルアプローチからお客様の未来を切り開くSEEDSづくりに貢献する

評価技術の研究 モノづくりDX

価値感・感性評価研究

Materials informatics 拡充
新しいモノづくりを支援・革新

美容がココロや幸福感に与える
影響に関する研究

診断・予測モデル構築による
コーセー独自の評価技術開発

化粧品のあるべき機能、サービス、
消費者の求める客観評価について探求

匠の技術・能力を補完するための
処方開発サポートAIを開発

グローバルな顧客志向、感性美学解析
美容生活習慣への介入研究

コーセーのフィロソフィーに基づいた新しい知恵と文化を創出



＜Global＞欧州研究拠点にて最先端皮膚科学研究を推進
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2017年よりフランス研究分室設置し、グローバルな研究体制を開始



<皮膚研究＞皮膚トラブルのメカニズム解明
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iPS細胞から皮膚３次元モデル作成とミトコンドリア研究

線維芽細胞から
iPS細胞作製に成功

iPS細胞から
表皮細胞作製に成功

iPS細胞由来表皮細胞から
皮膚モデル構築に成功

iPS細胞から
線維芽細胞作製に成功

ミトコンドリア抗酸化酵素が
加齢で減少することを発見

線維芽細胞とiPS細胞の
ミトコンドリア形態の違いに着目

〇角層形成力が高い ×角層形成力が低い

角層形成力が
高い細胞

低い細胞

ミトコンドリア研究

老化細胞の初期化で
抗酸化酵素量が回復することを発見

iPS細胞研究

ミトコンドリアの連携を強化



最新トピック：リポソーム アドバンスト リペアセラムの開発
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29年振りの美容液リニューアル（2021年9月）
2022年9月にはクリームリニューアル発売



最新トピック：グローバルマーケットに向けた商品開発
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価格 6,600円（税込）

【科学的検証】 肌の反射光特性と肌印象の関係性
【心理的検証】 肌悩み、好きな自分の肌の嗜好性

700名デプスインタビュー（肌悩み・嗜好性・色選択重視点 等）
および特殊測定機器を用いた肌色印象評価試験を実施

グローバルで40色の展開

グローバル視点で多様な肌データを解析し一人ひとりの肌色を美しく魅せる
オリジナル色体系を構築した40色のリキッドファンデーションを発売



最新トピック：オンラインカウンセリングに向けたSEEDS開発
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世界初シワの未来予測数理モデル 感性AIの開発

診断・予測モデル構築によるコーセー独⾃の評価技術を開発
消費者の求める客観評価についてデータサイエンス研究成果をオンライン
カウンセリングに活かしていく



最新トピック：処方開発DXの推進
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過去の膨大な処方情報を基に、感覚的な予測をアルゴリズム解析により、
ものづくり体制を強固にする確実な予測へと変革

高速計算処理アルゴリズム（AI）を応用し
匠の技術・能力を補完するための原料レコメンド機能を開発し、
POCを実施中
量子コンピュータ技術の活用に向けても取り組みを継続中
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コーセー研究所はお客様の視点にたち
英知と感性を融合したものづくりと文化の創造を推進してまいります



Appendix
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コーセー研究所の目指す製品開発
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製剤研究と製品開発の循環
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当資料には、2022年9月15日現在の将来に関する見通し、および計画に基づく予測が含
まれています。経済情勢の変動等に伴うリスクや不確定要因により、予測が実際の業績と
異なる可能性があります。なお、当資料で使用するデータ、及び表現等の欠落・誤謬等に
つきましては、その責を負いかねますのでご了承ください。

当資料は、投資判断の参考として、弊社の財務・経営戦略等の情報提供を目的としたも
のであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。実際に投資を行う際は、当資料の
情報に全面的に依拠して投資判断を下すことはお控えいただき、投資に関するご決定は
皆様⾃身のご判断で行うようお願いいたします。

当資料を利用することで生じた、いかなるトラブルおよび損失、損害に対して、株式会社
コーセーは一切責任を負いません。

株式会社コーセー IR室


